
 
 

医療法人 社団静岡健生会    
 

三島共立病院 
 

診療科目 内科・循環器科・消化器科・呼吸器科・小児科 

外科・整形外科・皮膚科・放射線科・リハビリ科 

 

 

 

 

 

 
  

〔 住   所 〕三島市八反畑 120-7 
〔 病院代表 〕TEL0055-973-0882  〔 在宅診療部 〕TEL0055-981-4781 

 月 火 水 木 金 土

午 前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午 後 ○      

夜 間 ○   ○ ○  

外来受付時間 
※整形・小児・皮膚科は 18:30 まで 

午前診療 018:30～11:30 

午後診療 013:30～15:00 

夜間診療 016:00～19:30 

＊24 時間 地域の医療を守り、在宅医療を支援します＊ 

 

 ひろばパソコン教室のご案内

 
 

 
第２・４水曜日 午後７時～８時半 

市民ひろばにて 
１回 1000 円 
【個別指導対応】 

iPad、スマホの使い方、ワード、エクセル、

デジカメ、画像処理、3DCAD の使い方等 
 

連絡先：080-3061-1561（原田）

iPadﾃﾞｼﾞｶﾒ

スマホ買ったけど
使いこなせない（> <。）

 テレビでは観ることのできない 
世論⾵刺ネタ 90 分１本勝負！ 

主催：松元ヒロソロライブ実⾏委員会 
問合：090-4451-5553（ながしま） 

２⽉ 11 ⽇（⽇） 
開場 17:30 開演 18:00 
清⽔町地域交流センター  

⼤⼈ 2000 円（当⽇ 2500 円） 
学⽣（中〜⼤学⽣）1000 円 
 

予約制託児あり・全席⾃由 

松 元 ヒ ロ 
Matsumoto Hiro sololive 

       

OrangeParkFarm 
 

無農薬栽培 
 

貯蔵 寿太郎みかん 
 販売いたします！ 

 

無農薬なので 
⽪も安⼼して使えます 
ジャムにしたり 
⼲して粉にし 
料理にお使いください 

 
 

Tel・Fax 055-919-5552（ムネ） 
贈答⽤・⾃家⽤・料理加⼯⽤等 
量り売り まずはご連絡下さい 

 

２０１８年 １月１０日（水） 市 民 ひ ろ ば 新 聞 第 ３０ 号 （２面）

60
年
前
に
三
島
・

長
泉
町
に
東
レ
が
進

出
す
る
前
は
、
三
島

の
湧
水
は
溢
れ
て
い

た
。
東
レ
進
出
以
降
、

急
速
に
減
少
し
た
。

当
時
か
ら
三
島
の
湧

水
の
枯
渇
は
東
レ
の

地
下
水
汲
み
上
げ
に

あ
る
と
多
く
の
市
民

が
思
っ
て
い
た
。
元

東
レ
社
員
松
本
博
氏

も
証
言
し
て
い
る
。

し
か
し
、
色
々
調
べ

て
も
、
東
レ
の
地
下

水
く
み
上
げ
量
は
公

表
さ
れ
て
お
ら
ず
、

地
下
水
枯
渇
問
題
は

解
決
さ
れ
な
い
ま
ま

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

東
レ
に
よ
る
県
へ
の
届
け
出

量
は
日
量
平
均
九
万
六
五
〇
〇

ト
ン
、
こ
の
う
ち
源
兵
衛
川
へ

の
排
水
量
は
三
島
市
と
の
約
束

で
、
日
量
八
万
六
五
〇
〇
ト
ン

（
毎
秒
一
ト
ン
）
で
あ
り
、
大

場
川
へ
の
排
水
量
は
残
り
一
万

ト
ン
と
な
る
。
し
か
し
、
大
場

川
排
水
口
を
観
察
す
る
と
、
排

水
口
の
水
面
は
盛
り
上
が
り
、

専
門
家
が
見
て
も
日
量
一
万
ト

ン
と
は
考
え
ら
れ
な
い
多
過
ぎ

る
量
と
い
う
。
仮
に
大
場
川
へ

の
排
水
量
が
日
量
八
万
六
五
〇

〇
ト
ン
で
、
源
兵
衛
川
が
一
万

ト
ン
と
す
る
と
、
源
兵
衛
川
に

流
す
量
は
三
島
市
と
の
約
束
違

反
に
な
る
。

一
方
、
元
東
レ
社
員
の
松
本

氏
の
証
言
及
び
静
岡
県
企
業
局

資
料
に
よ
る
と
、
東
レ
は
県
工

業
用
水
道
か
ら
日
量
九
万
三
〇

〇
〇
ト
ン
受
給
し
て
い
る
と
い

う
。
給
水
量
と
排
水
量
が
等
し

く
な
る
関
係
か
ら
、
東
レ
に
よ

る
地
下
水
汲
み
上
げ
量
は
日
量

三
五
〇
〇
ト
ン
と
な
り
、
こ
れ

は
現
実
の
小
浜
池
や
三
島
の
湧

水
減
少
量
を
考
え
る
と
余
り
に

も
少
な
過
ぎ
る
量
だ
。

仮
に
、
東
レ
が
源
兵
衛
川
へ

の
放
流
を
排
水
量
に
含
め
て
い

な
い
と
す
る
と
、
大
場
川
へ
の

排
水
量
は
県
へ
の
届
け
出
量
九

万
六
五
〇
〇
ト
ン
と
同
じ
に
な

る
。
従
っ
て
、
こ
れ
に
源
兵
衛

川
へ
の
放
流
量
八
万
六
五
〇
〇

ト
ン
を
加
え
る
と
、
実
際
の
排

水
総
量
は
日
量
一
八
万
三
〇
〇

〇
ト
ン
と
な
る
。
報
告
量
よ
り

八
万
六
五
〇
〇
ト
ン
多
く
な
り
、

地
下
水
汲
み
上
げ
量
の
推
定
値

は
日
量
九
万
ト
ン
と
見
積
も
ら

れ
る
。
こ
れ
は
地
下
水
汲
み
上

げ
量
覚
書
の
日
量
１
個
（
１
立

方
尺
＝
七
万
二
一
〇
四
ト
ン
）

を
上
回
り
、
覚
書
違
反
と
な
る
。

昭
和
37
年
当
時
、
小
浜
池
等

の
湧
水
量
は
日
量
二
六
万
ト
ン

と
の
記
録
が
あ
り
、
こ
の
推
定

値
で
考
え
れ
ば
湧
水
量
の
約
３

分
の
１
が
東
レ
の
汲
み
上
げ
で

減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

元
社
員
松
本
氏
は
毎
日
フ
ル

揚
水
し
て
い
た
と
証
言
し
て
お

り
、
推
計
で
日
量
一
九
万
ト
ン

近
く
が
報
告
量
を
上
回
り
不
明

だ
。
東
レ
は
疑
念
を
晴
ら
す
た

め
に
は
揚
水
量
を
正
確
に
公
表

す
べ
き
で
あ
る
。

ハ
コ
ベ
は
各
地
の
野
原
や
道

端
に
自
生
す
る
ナ
デ
シ
コ
科
の

柔
ら
か
い
越
年
草
で
、
春
の
七

草
の
一
つ
。
「
ア
サ
シ
ラ
ゲ
」

「
ハ
コ
ベ
ラ
」
ま
た
小
鳥
な
ど

が
好
む
の
で
「
ヒ
ヨ
コ
グ
サ
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
【
成
分
】
ビ

タ
ミ
ン
B
群
、
ビ
タ
ミ
ン
C
、

鉄
や
カ
ル
シ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
、

そ
し
て
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
や
フ
ラ

ボ
ノ
イ
ド
、
サ
ポ
ニ
ン
な
ど
多

く
の
有
用
成
分
が
含
ま
れ
る
。

【
採
集
・
効
能
等
】
ほ
ぼ
１
年

中
生
育
し
て
い
る
の
で
必
要
な

と
き
に
全
草
を
採
り
、
生
で
そ

の
ま
ま
食
材
に
し
た
り
、
水
洗

い
し
て
天
日
乾
燥
（
生
薬
名
は

繁
縷
は
ん
ろ
う
）
。
生
で
す
り

つ
ぶ
し
た
葉
茎
の
絞
り
汁
は
健

胃
・
整
腸
作
用
が
高
く
消
化
や

腹
痛
の
鎮
静
に
も
。
ま
た
母
乳

の
分
泌
促
進
、
浄
血
に
も
効
果
。

欧
州
で
は
湿
疹
や
皮
膚
の
炎
症

に
良
い
と
さ
れ
、
軟
膏
や
ク
リ
ー

ム
等
に
も
利
用
。
日
本
で
は
昔

か
ら
「
ハ
コ
ベ
塩
」
が
歯
痛
の

妙
薬
と
さ
れ
歯
周
病
や
口
臭
、

歯
槽
膿
漏
予
防
に
も
有
効
。
ま

た
む
く
み
、
利
尿
、
止
血
、
抗

菌
、
美
肌
効
果
、
収
斂
・
鎮
痛
・

解
毒
、
神
経
痛
や
腰
痛
、
腹
痛
、

湿
疹
、
肌
荒
れ
、
切
り
傷
、
腫

れ
物
、
打
ち
身
、
痔
、
鼻
血
に

も
。
【
料
理
】
好
き
ず
き
だ
が

暖
か
く
な
る
と
苦
味
が
出
る
の

で
、
寒
い
時
期
の
胡
麻
和
え
は

格
別
。
ス
ー
プ
、
味
噌
汁
、
三

つ
葉
代
わ
り
に
海
苔
巻
き
に
入

れ
て
も
。
こ
ん
な
に
身
近
に
安

心
食
材
。
も
っ
と
活
用
し
て
は
？

一
月
八
日
沼
津
駅
北
口
広
場

で
、
選
挙
公
約
に
反
し
沼
津
駅

の
鉄
道
高
架
事
業
推
進
に
転
じ

た
大
沼
市
長
を
糾
弾
し
、
高
架

事
業
の
見
直
し
を
訴
え
る
市
民

集
会
が
開
か
れ
た
。

市
議
会
少
数
派
６
人
の
議
員

の
呼
び
か
け
に
応
え
、
土
地
収

用
の
脅
し
に
屈
し
な
い
原
西
部

の
貨
物
駅
予
定
地
の
地
権
者
、

駅
東
に
あ
る
車
両
基
地
の
移
転

を
目
的
に
し
た
区
画
整
理
で
土

地
を
収
奪
さ
れ
る
富
士
見
町
の

地
権
者
を
は
じ
め
、
大
沼
市
長

の
変
身
に
憤
る
二
百
八
十
余
名

の
市
民
が
参
加
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
市
議
代
表
、

来
賓
等
は
、
高
架
事
業
で
街
が

発
展
す
る
と
い
う
の
は
全
く
の

幻
想
。
補
助
金
あ
り
き
の
長
期

事
業
を
進
め
、
補
助
金
を
途
中

で
打
ち
切
ら
れ
で
も
す
れ
ば
第

二
の
夕
張
に
な
る
。
莫
大
な
事

業
費
を
子
育
て
や
介
護
な
ど
市

民
生
活
の
向
上
に
充
て
な
け
れ

ば
定
住
者
は
増
え
な
い
。
市
が

発
表
し
た
財
政
試
算
は
嘘
と
ご

ま
か
し
と
批
判
。
新
年
度
予
算

に
土
地
収
用
の
準
備
費
を
盛
り

込
む
こ
と
は
断
固
認
め
ら
れ
な

い
と
の
決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

雨
が
激
し
く
な
り
市
内
パ
レ
ー

ド
は
中
止
さ
れ
た
が
、
全
員
で

「
強
制
収
用
絶
対
反
対
」
「
高

架
よ
り
地
震
・
津
波
対
策
が
優

先
」
「
子
育
て
・
教
育
予
算
が

優
先
」
「
大
沼
市
長
は
市
民
の

声
を
聞
け
、
公
約
を
裏
切
る
な
」

等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し
、

盛
会
裡
に
終
わ
っ
た
。

主
婦
A
子
（以
下
A
）：B
子
ち
ゃ
ん

久
し
ぶ
り
ー
！
元
気
だ
っ
た
？

主
婦
B
子
（以
下
B
）：う
ー
ん
、
ま

あ
元
気
だ
よ
。

A
：な
に
よ
ー
、
元
気
な
い
じ
ゃ
ん

ど
う
し
た
の
？

B
：う
ち
の
子
、
今
中
３
で
し
ょ
？

高
校
受
験
も
あ
る
し
、
心
配
に

な
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
。

公
立
だ
け
ど
、
い
ろ
い
ろ
お
金

も
か
か
り
そ
う
だ
し
、
節
約
も

し
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
っ
て
。

A
：そ
う
か
ー
。

B
：な
ん
か
ニ
ュ
ー
ス
で
、
教
育
無

償
化
と
か
言
っ
て
る
で
し
ょ
？

憲
法
だ
か
な
ん
だ
か
知
ら
な
い

け
ど
、
早
く
無
償
化
に
な
っ
て

く
れ
な
い
か
な
。

A
：え
ー
？
高
校
っ
て
所
得
制
限
は

あ
る
け
ど
、
補
助
金
が
出
て
い

る
の
は
知
っ
て
る
？

B
：そ
れ
っ
て
無
く
な
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
の
？

A
：二
〇
一
〇
年
の
民
主
党
政
権
の

時
に
全
て
の
高
校
生
が
対
象
の

高
校
無
償
化
制
度
が
で
き
た
ん

だ
け
ど
、
二
〇
一
四
年
に
自
民

党
が
「一
定
の
収
入
が
あ
る
家

庭
に
は
支
給
し
な
い
」と
決
め

た
ん
だ
よ
。

今
も
、
公
立
で
も
私
立
で
も
、

夫
婦
合
わ
せ
て
年
収
が
約

九
一
〇
万
円
以
下
の
世
帯

に
は
月
額
九
九
〇
〇
円
が

支
給
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

B
：え
？
そ
う
な
の
？
で

も
学
校
説
明
会
で
も
何
も
言
っ

て
な
か
っ
た
よ
。

A
：合
格
発
表
後
に
学
校
か
ら
必
要

書
類
が
配
布
さ
れ
る
ん
だ
っ
て
。

B
：そ
れ
は
良
か
っ
た
。

A
：で
も
、
さ
っ
き
憲
法
だ
か
な
ん

だ
か
知
ら
な
い
っ
て
言
っ
て
た

け
ど
、
憲
法
に
書
く
か
っ
て
い

う
の
は
す
ご
く
重
要
な
問
題

だ
よ
。
幼
稚
園
や
保
育
園
の

無
償
化
の
話
も
で
て
い
る
け
ど
、

無
認
可
保
育
園
は
対
象
と
し
な

い
と
か
そ
ん
な
不
平
等
な
こ
と
、

憲
法
に
書
か
な
い
で
ほ
し
い
よ
。

そ
も
そ
も
憲
法
っ
て
権
力
を
縛

る
も
の
で
し
ょ
？
無
償
化
す
る

な
ら
法
律
で
整
備
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
方
が
時
代
と
共
に
柔
軟
に

変
え
て
い
く
こ
と
も
可
能
な
ん

じ
ゃ
な
い
？

B
：な
る
ほ
ど
ね
。
無
償
化
と
言
わ

れ
て
、
飛
び
つ
い
ち
ゃ
い
け
な

い
っ
て
わ
け
ね
。

あ
り
が
と
う
！
勉
強
に
な
っ
た

よ
！
じ
ゃ
ー
ね
ー
。

A
：じ
ゃ
ー
ね
ー
！

（te
a
+

α
）

箱
根
の
登
り
口
、
東
海
病
院

を
過
ぎ
て
す
ぐ
の
信
号
を
右
折
、

右
手
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
越
え
て

左
折
す
る
と
、
カ
フ
ェ
「
Ｄ
Ｅ

Ｎ
」
が
あ
る
。

外
見
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
古
民

家
風
の
お
し
ゃ
れ
な
た
た
ず
ま

い
。
靴
を
脱
い
で
上
が
る
と
、

中
は
板
張
り
の
床
で
、
高
い
天

井
窓
か
ら
暖
か
い
日
差
し
が
注

ぐ
。
部
屋
の

隅
に
は
薪
ス

ト
ー
ブ
が
あ

り
、
冬
は
ほ
っ

こ
り
と
す
る

や
さ
し
い
暖

か
さ
。
中
央

に
木
製
の
テ
ー

ブ
ル
が
幾
つ

か
配
置
さ
れ

て
、
ゆ
っ
た

り
と
静
か
な

音
楽
が
流
れ
て
い
た
。

オ
ー
ナ
ー
は
鷲
見
歩
さ
ん
、
三

島
の
誇
る
児
童
文
学
作
家
、
小

出
正
吾
の
ひ
孫
に
あ
た
る
方
だ
。

小
出
正
吾
は
早
稲
田
大
学
を

出
て
、
１
９
３
９
年
『
た
あ
坊
』

で
童
話
作
家
協
会
賞
を
受
賞
。

66
年
、
日
本
児
童
文
学
者
協
会

会
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、

75
年
『
ジ
ン
タ
の
音
』
で
野
間

児
童
文
芸
賞
を
受
賞
。
歩
さ
ん

は
中
学
１
年
頃
ま
で
一
緒
に
過

ご
し
た
と
の
こ
と
。

お
店
は
16
年
前
、
陶
芸
活
動

を
し
て
い
る
お
母
様
の
作
品
展

示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
出
発
。

そ
の
後
、
カ
フ
ェ
も
兼
ね
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
小
出
正
吾
の
代
表
作
な

ど
を
店
内
で
読
む
こ
と
も
で
き
、

本
の
販
売
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
不
定
期
だ
が
手
づ
く

り
品
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ

ル
ー
ト
や
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
等

も
開
か
れ
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
コ
ー
ヒ
ー
、

チ
ャ
イ
（
紅
茶
）
、
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
、
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
、
サ
ラ

ダ
チ
ラ
シ
プ
レ
ー
ト
な
ど
。

丁
寧
で
味
わ
い
深
い
お
い
し
さ
。

営
業
時
間

11
時
半
～
16
時

定

休

日

日
・
月

０
５
５
ー
９
７
５
ー
１
７
５
８

の
り

「
あ
る
奴
隷
少
女
に
起
こ
っ
た
出
来
事
」

ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ア
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
著

堀
越
ゆ
き
訳

新
潮
文
庫

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
本
が
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
研

究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
1
8
5
年

後
の
今
こ
れ
を
読
ん
だ
が
、
奴
隷
制
度
と

い
う
悲
惨
な
制
度
が
施
行
さ
れ
、
差
別
が

現
実
に
横
行
し
て
い
た
の
は
信
じ
難
く
、

映
画
の
中
の
話
の
よ
う
だ
。
1
8
2
0
年

代
の
ア
メ
リ
カ
南
部
に
は
奴
隷
制
度
が
厳

然
と
社
会
に
根
を
お
ろ
し
て
い
た
。
同
じ

人
間
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
肌
の
色
で
、

生
ま
れ
た
途
端
に
剥
奪
さ
れ
て
い
る
尊
厳

を
思
う
と
、
憤
り
を
超
え
て
や
る
せ
な
さ

を
感
じ
る
。
し
か
し
、
人
は
ど
ん
な
環
境

に
も
馴
染
み
う
る
よ
う
だ
。
心
身
と
も
に

痛
い
思
い
を
す
る
く
ら
い
な
ら
強
者
に
従

う
か
、
さ
も
な
く
ば
逃
亡
す
る
か
。

ま
ず
驚
い
た
の
は
主
人
公
の
黒
人
女
性
、

ハ
リ
エ
ッ
ト
の
女
性
と
し
て
の
気
高
さ
。

慈
し
み
や
愛
情
、
自
分
を
律
す
る
強
さ
は
、

ど
ん
な
状
況
で
も
神
聖
な
存
在
に
愛
さ
れ

守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
篤

い
信
仰
か
ら
く
る
。
彼
女
は
、
被
害
・
加

害
と
い
う
二
元
性
の
意
識
を
超
え
て
全
体

の
利
益
を
見
つ
め
る
冷
静
で
知
的
な
視
点

を
持
っ
て
い
る
。
「
奴
隷
制
は
白
人
に
と
っ

て
も
道
徳
的
退
廃
を
も
た
ら
す
の
で
悪
で

あ
る
」
と
指
摘
し
、
横
暴
や
理
不
尽
に
対

し
毅
然
と
し
て
真
理
と
自
由
を
求
め
た
。

忍
耐
強
く
て
尊
厳
に
満
ち
た
姿
に
人
間
の

神
聖
さ
を
感
じ
る
。

こ
の
話
は
奴
隷
制
の
中
で
の
話
と
い
う

だ
け
で
な
く
「
奴
隷
制
は
な
い
現
代
に
も

似
た
よ
う
な
社
会
現
象
、
事
象
は
起
き
て

い
る
」
と
訳
者
あ
と
が
き
に
あ
る
よ
う
に
、

現
代
に
も
あ
て
は
ま
る
。
訳
者
は
グ
ロ
ー

バ
ル
資
本
主
義
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
日
本

の
少
女
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
は
象
徴
的

に
「
現
代
の
奴
隷
制
」
だ
と
し
て
い
る
。

日
本
の
少
女
に
限
ら
ず
、
非
正
規
雇
用
や

日
雇
い
労
働
な
ど
、
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム

下
、
厳
し
い
労
働
条
件
で
働
い
た
こ
と
が

あ
る
方
な
ら
現
代
の
「
目
に
見
え
な
い
奴

隷
制
」
に
気
が
つ
く
だ
ろ
う
。
奴
隷
制
は

な
い
今
の
日
本
に
も
「
フ
リ
ン
ト
医
師
」

の
よ
う
に
権
力
に
あ
ぐ
ら
を
か
き
社
会
悪

を
助
長
さ
せ
て
い
る
存
在
は
あ
る
。

ハ
リ
エ
ッ
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下

で
も
人
間
は
真
実
や
正
義
へ
の
情
熱
を
絶

や
さ
ず
人
生
を
主
体
的
に
選
択
し
全
う
す

る
強
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
。
そ
の
情
熱
の
炎
は
他
者
の
心
に
も

次
々
と
火
を
灯
す
。
そ
の
点
火
、
発
火
ス

ピ
ー
ド
は
神
の
み
ぞ
知
る
！

私
の
本
棚
よ
り

教
育
費
無
償
化

寸劇

身
近
な
薬
草

【
ハ
コ
ベ
】

東レの排水量報告に虚偽の疑い
永
年
三
島
の
湧
水
を
研
究
し
、
昨
年
「
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
阻
止
運
動
と
東
レ
公
害
の
解
決
を
目
指
し

て
」
の
書
籍
を
出
版
し
た
三
島
市
在
住
の
大
沼
さ
ん

に
よ
る
と
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
県
に
届
け

出
て
い
る
東
レ
三
島
工
場
の
排
水
総
量
か
ら
逆
算
す

る
と
、
東
レ
の
地
下
水
く
み
上
げ
量
は
日
量
三
五
〇

〇
ト
ン
と
推
定
さ
れ
、
湧
水
枯
渇
の
現
状
か
ら
見
る

と
余
り
に
も
少
な
す
ぎ
、
届
け
出
量
に
は
虚
偽
の
疑

い
が
あ
る
い
と
い
う
。

鉄
道
高
架
見
直
し
の

市
民
集
会

三
島
の
お
年
寄
り
の
た
め
に

立
ち
上
が
っ
た
若
者
が
い
ま
す
。

彼
は
東
京
で
理
学
療
法
士
を
し

て
い
る
鈴
木
さ
ん
28
歳
で
す
。

地
元
三
島
の
町
な
か
に
、
待

ち
合
わ
せ
し
た
り
ゆ
っ
た
り
過

ご
せ
る
ベ
ン
チ
を
置
き
た
い
そ

う
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
講
演

会
を
主
催
し
、
収
益
金
は
ベ
ン

チ
設
置
等
の
費
用
に
充
て
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
、

二
〇
一
八
年
一
月
二
〇
日
（
土
）

午
後
一
時
半
か
ら
、

三
島
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

西
野
亮
廣
講
演
会

チ
ケ
ッ
ト
は
大
人
千
円
で
す
。

絵
本
『
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ

ル
』
を
作
っ
た
西
野
さ
ん
は
販

売
中
の
絵
本
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
全
ペ
ー
ジ
を
無
料
公
開
し

ま
し
た
。
絵
本
に
ま
つ
わ
る
お

話
や
西
野
さ
ん
の
独
自
な
世
界

観
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
お
話

が
聞
け
ま
す
。

市
民
文
化
会
館
に
足
を
運
ん

で
み
て
下
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
ご
希
望
の
方
は
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
お
求
め
下

さ
い
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

０
５
５-

９
８
３-

０
８
８
８

西
野
亮
廣
講
演
会
ご
案
内
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